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１ 校長メッセージ  

 

世界のエネルギー消費量が急激に増加し始めた 

２０世紀後半より，経済成長，エネルギー供給， 

地球環境の三者は互いに競合する関係にあり，ト 

リレンマ問題と呼ばれてきました。経済成長，エ 

ネルギー供給と地球環境を調和させながら，世界 

人口が増加する中で持続的に発展を図ることが２１ 

世紀に暮らす人類の大きな課題です。すなわち， 

地球温暖化に関わる環境問題は，異常気象や災害 

ばかりか，エネルギー供給，食料生産や水資源に 

も影響を及ぼすため，環境に優しい持続可能性に 

向けた低炭素社会への取組が求められています。 

 ところで，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災とそれに伴って発生した福島原子力発電所の事故

による被害は甚大であり，国の総力を結集した復旧・復興が進められているところです。当たり前に感じてい

た“わが国のライフラインは安心で安全”との思いが音を立てて崩れました。私どもの自然に対する理解が未

熟であることを思い知らされもしました。私どもの生活と環境は密接に関係しており，一度破壊されるとその

回復には多大な労力と時間がかかります。いずれにせよ，放射性物質による汚染や電力制限の影響は大きく，

この度の震災はエネルギーと環境の問題を私ども一人一人が見直す機会になったと思います。 

 国立高等専門学校機構（高専機構）においても，平成１８年２月に「高専機構環境方針」，平成２０年３月に

は「独立行政法人国立高等専門学校機構における温室効果ガス排出抑制等のための取組について（指針）」を制

定し，具体的な内容と数値目標を定め環境対策を推進しています。本校も高専機構の一員として，持続可能な

社会の構築，環境負荷の低減等への貢献のため，平成１８年度に「環境指針」を定め，これに基づき温室効果

ガス排出削減等に向けて全校あげて努力しているところです。 

 本報告書は，平成２２年度における本校の環境保全に向けた取組について取り纏めたものです。省エネパト

ロ－ルを随時行い，環境保全，資源の有効活用に関する自己点検や取組意識の向上を促すとともに，老朽化し

た設備の更新による高効率化・消費エネルギーの削減を推進してきました。これらの結果を，次年度の活動指

針を策定するために役立て，本取組のさらなる推進を図る所存です。 

 終わりになりますが，地球環境保全に向けては，取り組むべき課題は数多くあります。本校では，高等教育

機関として教育・研究活動を通じて地域社会と連携し，持続的発展・循環型社会の一翼を担う学際的な視野を

持った中核的技術者の養成に努めてまいります。その一環として，平成２２年度以降入学の全学科の学生を対

象に，新しい教養・導入教育を開始しました。環境・安全を共通のキ－ワ－ドとする，マトリックス型基盤教

育プログラムです。学生諸君の勉学意欲向上に繋がる動機づけ，技術者スピリットの醸成に役立つことを期待

しています。 

 

校長 福政 修 
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２ 対象となる組織・範囲・期間 

 

○組  織   本 科（機械工学科，電気工学科，制御情報工学科，物質工学科，経営情報学科， 

一般科） 

専攻科（生産システム工学専攻，物質工学専攻，経営情報工学専攻） 

図書館，情報処理センター，地域共同テクノセンター，技術室 

福利厚生施設（学生会館，ものづくり工房，クラブハウス），課外活動施設 

事務部（総務課，学生課），学生寮 

○対象範囲  校舎地区，寄宿舎地区，運動場のすべて 

○期  間  平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 

 

３ 本校の概要 

○所   在  山口県宇部市常盤台２－１４－１ 

○創   立  昭和３７年４月１日  

○土地面積  校 舎 地 区  35,295㎡   寄宿舎地区 13,024㎡ 

運 動 場  26,118㎡ 

○建物面積  校 舎 地 区  建面積合計10,606㎡  延面積合計23,347㎡  

寄宿舎地区  建面積合計 3,281㎡   延面積合計 9,133㎡  

そ の 他  建面積合計 255㎡      延面積合計244㎡   （詳細は，別紙１） 

○教育組織   本   科  機械工学科(40名)，電気工学科(40名)，制御情報工学科(40名)， 

物質工学科(40名)，経営情報学科(40名) ※( )は入学定員 

専 攻 科  生産システム工学専攻(12名)，物質工学専攻(4名)， 

経営情報工学専攻(4名)         ※( )は入学定員 

そ の 他  図書館，情報処理センター，地域共同テクノセンター，学生会館， 

ものづくり工房，学生寮 

○教職員数  校長，教授29名，准教授34名，講師6名，助教6名，助手2名，職員46名 

（平成23年4月1日現在） 

○学 生 数  機械工学科 203名，電気工学科 210名，制御情報工学科 210名，物質工学科 215名， 

経営情報学科 202名，合計1,040名 （平成23年5月1日現在） 

○専攻科生数  生産システム工学専攻58名，物質工学専攻 11名，経営情報工学専攻11名，合計80名 

                                      （平成23年5月1日現在） 

○卒業者数  本科生 179名，専攻科生35名 （平成22年度） 

 

 

 



 - 3 -

４ 学習・教育目標 

本校は，「もの」づくりを得意とする技術者の養成を目指します。そのために本科では，人間倫理の涵養

を最優先し，自然科学に関する基礎学力，語学力，情報処理能力を養うとともに，各学科では，それぞれ，

機械工学，電気工学，制御情報工学，物質工学，経営情報学に関する技術的・実践的基礎能力を培います。 

専攻科では，自然科学に関するより進んだ学力と上述した各専門分野の学問・技術に関わるさらに高度な

能力を養成するとともに，これらを融合・複合して，事象・現象を複眼的視野で総合的に捉えることができ

る能力を養成します。 

 

 

５ 環境方針 

環境方針は，別紙２のとおり，平成１８年５月に定めた。 

 

６ 中期目標・中期計画における環境配慮関連事項 

① 環境負荷低減に関する目標として，地球環境保全のため，教育・研究活動において環境との共生を意識

し，環境負荷の低減を推進することを掲げている。 

② 地球環境を意識した技術者を育成するために，平成２２年度入学生より，全学科共通の総合科目として，

環境・安全をキーワードとした横断的導入教育プログラムの実施に向けて，制度・組織の構築，試行を実

施する。また，校内におけるゴミの散乱防止に対する教育面での指導を実施する。 

③ ホームルーム，教員会議等で，省エネについて周知徹底する。 

④ 平成２１年度に決定した清掃関係の行事を確実に実施する。効果については，平成２２年度末に評価を

行い，平成２３年度に改善を行う。 

⑤ グリーンカーテンの整備を行う 

 

これらの他に，定期的な安全パトロールを実施し，既存施設・備品等の使用状況の確認を行うとともに，

有効活用を促進する 

 

 

国際的に通用する素養を持った技術者 

創造力を備えた 

好奇心と 

持続力・情報技術・立案能力 

「もの」づくりを得意とする 人間性豊かな 

環境と技術者倫理・ 

コミュニケーション能力 

実現能力・解析能力 
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７ 中期計画・中期目標に対する取組の状況 

① 学生への支援に関して，学生寮の入寮者の生活指導として，寮内外の美化を図り，ゴミ分別をきちんと

させることによって環境問題への意識を高めさせることとしている。 

【取り組み状況】 

構内の草取り，定期的に寮内外の清掃美化を実施した。 

 

② 研究に関して，応用・開発研究に重点をおいた活動を展開する。その中で，環境保全関係（工業廃水・

地下水の処理技術，水質浄化技術等）の応用・開発研究を更に推進する。 

【取り組み状況】 

環境問題に関わる研究においては，廃棄物の資源化・リサイクル技術，水環境改善技術，生活・産業排

水処理技術の開発を地域企業と共同で開発するとともに，その成果を地域の行政（環境対策関連委員会委

員等）・民間企業（環境関連技術指導）における環境保全対策のために活用している。 

 

③ 経費の抑制及び資産管理の改善に関して，省エネ・コスト意識の徹底化を進め，管理的経費の抑制を図

り，施設，備品等の有効活用を推進する。 

具体的には，光熱水費の節減を徹底のための巡回・監視体制の確立，自動節電・節水装置の設置推進，

学内を挙げた「省エネキャンペーン運動」等省エネ運動の実施，会議資料等のペーパーレス化の推進をす

る。 

また，定期的な安全パトロールを実施し，既存施設・備品等の使用状況の確認を行うとともに，有効活

用を促進する 

【取り組み状況】 

・平成２２年７～９月と平成２２年１２～２３年２月に１２名で省エネパトロールを実施し，室内の不

要照明のチェックやエアコンの温度設定状況等について巡回し，光熱水費の節減に取り組んた。 

・省エネパトロールに併せ，パンフレットを構内の掲示板や教室に掲示しに省エネに対する意識高揚を

実施した。 

・会議資料の省略については，引き続き，教員会議の資料を事前にメール配布するとともに，他の会議

についても資料や議事録などをホームページに掲載することなど，具体的な検討を始めた。 

・椅子・机・ロッカー等の什器，パソコンモニター・プリンター等の備品について，再利用を呼びかけ，

廃棄物品の減量に努めた。 

 

８ 環境マネジメントシステムの組織・体制及び環境目的・環境目標 

別紙３のとおり，校長を総責任者として，全教職員及び学生で取り組むこととしている。 
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９ 法規則遵守の状況 

遵守した。 

 

１０ 環境教育・研究の状況 

① 環境教育に関する状況 

本科生については，社会科学関連科目において環境・エネルギー問題について教育を行っている。更

に，物質工学科所属学生を中心に講義，演習，実験を通じて，環境関連の学習を行った。 

専攻科生については，次の授業を開講した。 

○環境と社会 

環境問題について，文明論的，社会学的，地球科学的な視点から講義をした。 

○技術者倫理 

環境問題を企業に勤務する技術者の倫理の点から考える講義をした。 

○環境科学 

地球規模の諸問題，日本における諸問題を，具体的事例を交えて講義した。 

○環境制御工学 

水質汚濁について発生から機構，環境への影響，防止対策，処理技術，測定技術について講義

をした。 

○教養化学 

物質の構成や化学反応について学んだ後，環境問題について講義した。 

 

本科については，次の授業を開講した。 

○現代社会 

現代社会の特質，青年期の心理学等の身近で切実な問題の外，地球環境問題，資源・エネルギ

ー問題或いは人口問題といった現代文明が直面する課題を講義した。 

○環境安全工学 

環境問題，環境管理，廃棄物問題と循環型社会について講義した。 

 

これらの他に，宇部高専では，導入教育の一環としてマトリックス型基盤教育を行っている。 

この導入教育の一環として環境をテーマとして取り入れている。 

技術と環境保全を基盤に本科生１年生全員に３回の授業を行った。 

また，公害問題，宇部の大気汚染に対する取り組み，明治時代における環境問題解決の事例を学生

に講義した。 
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② 環境に関する共同研究等の状況 

     環境に関する共同研究等については，別紙４のとおり，受託研究１件，共同研究１件，科学研究費補助

金３件である。 

 

１１ 事業活動に伴う環境負荷及び低減に向けた取組 

① 光熱水の状況 

本校は，教育研究の中心の場としての校舎地区（運動場・プールを含む。），学生の生活の場としての

寄宿舎地区で構成されており，２２年度の使用量について，前年度と比較すると別紙５－１～３のとおり

となった。 

マトリックス型基盤教育プログラム 

関連記事【宇部日報】 
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光熱水の使用量に影響を与える天候等の要因について，前年度と同様，夏季は猛暑，冬季は降雪こそ少

ないが，厳しい寒さは年度末まで続き，環境マネジメント委員会において定めた空調機使用期間を夏季，

冬季共に延長するという状況であった。 

   ○ 電気使用量については，前年度比で，校舎地区6.25％増，寄宿舎地区5.63％増となった。 

電気の使用量増加は，マスタープランや設備警備補助金による実験・実習機器が増加したが，年間

の稼働時間からして，電気使用量の増加に膨大な影響を及ぼすとは考えられず，空調器の利用増大に

よるものと考えられる。 

○ ガス使用量については，前年度比で，校舎地区13.34％増，寄宿舎地区12.02％増となった。校舎地

区においては，単独のエアコンに加え，ＧＨＰによる冷暖房も行っているが，省エネパトロールの効

果もむなしく増加傾向にあり，寄宿舎地区においても更なる節約の呼びかけの必要がある。 

○ 水道使用量については，前年度比で，校舎地区19.45％増，寄宿舎地区0.97％減となった。 

校舎地区においてはかなりの増加があるため，更なる節水の呼びかけの必要がある。 

 

光熱水道の使用量は，天候に大きく左右されるが，今後もなお一層の省エネに努める必要がある。 

 

 

② 新エネルギー利用状況 

平成１１年度に校舎地区に導入した太陽光発電設備は， 

定格出力４０kVAで，校舎地区の使用電力の一部を補って 

いる。平成２２年度の発電量は，４５,６０２kwhであった。 

 

 

 

 

 

③ 生ゴミ等の排出状況 

本校の生ゴミ等は，契約を締結している有資格業者が運搬・処分しており，その大部分は宇部市環境保

全センターへ搬出している。平成２２年度の処分量については，別紙６のとおり，平成２１年度比33.70％

増となった。増加分の大半は，植木の根が張り，通路のアスファルトを破壊するため，伐採したことによ

るものである。 

 

④ 産業廃棄物の排出状況 

本校の産業廃棄物は，契約を締結している有資格業者へ処分依頼した。２２年度の処分量については，

別紙７のとおりである。 

 

太陽光発電パネル 

（管理棟屋上） 
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⑤ 公用自動車の使用状況 

ワゴン車２台，トラック１台，スクールバス１台を所有している。 

ワゴン車２台については，来学者の送迎，各課の諸業務，教員の教育研究，地域社会との交流，県内教

育機関との会議・打ち合わせ，学生課外活動等，頻繁に利用した。 

トラックは，構内物品移動，実験資材の運搬，地域行事への参加等に利用した。利用頻度はワゴン車ほ

ど高くないが，必要性は高い。 

スクールバスは，宿泊研修，工場見学をはじめ，課外活動での遠征用として利用した。 

また，市内における業務においてワゴン車２台がすでに使われているときや寄宿舎入寮者の急患などに

はタクシーを借り上げた。 

近年は，県内各中学校へ出向いての学校紹介，入試情報の提供等で使用回数が増える傾向にある。 

 

⑥ グリーン購入の状況 

グリーン購入に努め，概ね達成できた。 

 

⑦ 環境目的・環境目標に対する行動計画の取り組み状況 

別紙８のとおりで，概ね達成できた。 

 

１２ 温室効果ガス（CO２）の排出の状況 

本校の温室効果ガス（CO２）の排出は，電気，ガス（都市ガス），給湯ボイラー用のＡ重油，公用車のガソ

リン，軽油，冬季の暖房用としての灯油が該当し，２１年度と２２年度の排出量を比較した。 

校舎地区においては，２１年度８７１トンに対し，２２年度は6.65％増加した。省エネパトロールや空調

温度設定の徹底を促したにも関わらず排出量の増加傾向に終わった。 

寄宿舎地区においても，２１年度５００トンに対し，２２年度は2.80％増加した。 

学校全体としては，２１年度に１,３７１トンに対し，２２年度は5.32％の増加となった。（別紙９） 

地球温暖化防止のために本校の温室効果ガス排出量を抑制が叫ばれている中，昨今の異常気象により，冷

暖房の使用が増加傾向にあるが，新たなる対策を講じる必要がある。 

なお，２２年度は，太陽光発電により４５,６０２kw発電しており，温室効果ガス（ＣＯ２）に換算すると

25.309tco2であり，本校全排出量の約1.75％に相当し，些少なから温室効果ガスの排出抑制ができた。  

 

１３ その他学内の取組の状況 

① エコフェア２０１０ ｉｎ ＵＢＥへの出典 

１０月３１日(日) に，宇部市主催による「第１回 エコフェア２０１０ ｉｎ ＵＢＥ」が宇部市常盤公

園で開催され，宇部市，山口県の環境に関わる３９の団体から各ブースで温暖化対策，自然エネルギーの

利用，資源ごみの有効利用，電気自動車等幅広く出展があり，大学・高専・高校等の出展では，山口大学

工学部，宇部高専，宇部工業高校が参加した。 
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本校からは，物質工学科福地賢治教授と中野陽一准教授の出展で，福地教授は燃料電池の原理と仕組み

を３種類の学習用キット等で説明し，将来のエネルギー源として燃料エネルギーの重要性を強調し，また，

中野准教授は，河口・海岸の生態系を守るためにアマモ場の重要性と，マイクロバブル(空気と水)のシャ

ワーヘッドによる環境にやさしい洗浄効果を体感する実演をし，小学生や家族連れの多くの参加者に興味

を持っていた。 

本校物質工学科では，年間を通じて宇部市内の小学校・中学校に出前授業を企画していて，環境を重視

した取り組みに力を入れている。 

      

 

 

② 構内清掃活動 

構内の草刈り等について，学生課が８月に寄宿舎地区，総務課が８月に校舎地区をそれぞれ実施し，作

業により出た剪定枝，草，ゴミ等は，廃棄物収集運搬業者を通じて，市の環境保全センターへ搬出した。 

学寮では，一斉清掃を定期試験後に実施することにより，相当奇麗になったものの，寮棟により実施状

況にバラつきがあるため，徹底するに当たり，棟長・指導員の意識を高める必要がある。  

 

③ ごみ減量の活動 

電子メールを利用した諸連絡，諸会議資料の両面印刷等に努め，紙の使用量を減らす努力を引き続き行

った。また，再利用可能な備品等は，学内での再利用を呼びかけ，機器等の廃棄物減量に引き続き努めた。 

（ロッカー，会議用テーブル，会議用椅子，パイプ椅子，プリンタ，リサイクルトナー等，） 

 

④ 省エネ対策 

教職員で構成する省エネパトロール隊を編成し，校舎地区の研究室，実験室を巡回し，不必要な部屋の

空調・設定温度のチェック，昼休みの消灯・電源カット，不在時のこまめな電源カットを点検，指導し，

省エネに努力した。 

 実施時期 

平成２２年７月～９月， 

平成２２年１２月～平成２３年２月 

展示物を参加者に説明する様子 アマモ 
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また，夏季に４日間の一斉休業を実施した。 

その他の取組として，管理棟及び図書館棟にグリーンカーテンを設置した。 

 

 

⑤ 施設の整備 

施設改修時に照明をＬＥＤに交換し，エアコン等の電気製品の更新時には，省エネタイプに取り換えた。 

 

⑥ 毒・劇物の管理状況 

平成２２年６月と平成２３年２月の安全パトロール実施時に，毒・劇物の保管場所，保管方法等の管理

の状況を点検した。 

 

⑦ 教職員の通勤に関する状況 

本校は，宇部市中心部から幾分離れ，住宅地の広がる小高い丘に位置する。最寄りの駅は２km程度離れ，

市内を走るバス路線は本校前を通っているものの便数が少ない。このため，片道通勤距離が２ｋｍ以上の

教職員については，本人の申請に基づき審査の上，自家用車での通勤を許可している。 

 

１４ その他 

①環境報告書に関する問い合わせ先 

宇部工業高等専門学校 総務課契約係 

TEL：０８３６－３５－４９７１ 

E-mail：youdo@ube-k.ac.jp 

 

②本校のホームページアドレス 

http://www.ube-k.ac.jp 

 

図書館棟グリーンカーテン 



別紙 １

地　　区 建物名称 構　造 建面積 延面積

管理棟 RC3 891㎡ 2,512㎡

機械電気棟 RC3 641㎡ 1,947㎡

一般科棟 RC3 667㎡ 2,030㎡

物質棟 RC4 1,088㎡ 3,910㎡

制御棟 RC4 238㎡ 837㎡

経営棟 RC4 427㎡ 1,639㎡

専攻科棟 RC4 498㎡ 1,870㎡

地域共同テクノセンター棟 RC2+S2+SS4 297㎡ 977㎡

実習工場 SS1 1,058㎡ 963㎡

機械実験棟 RC2+S2 600㎡ 621㎡

図書館棟 RC3 1,080㎡ 2,491㎡

バス車庫 CB1 54㎡ 54㎡

物品倉庫 CB1 129㎡ 129㎡

守衛所 CB1 17㎡ 17㎡

薬品室１ CB1 20㎡ 20㎡

薬品室２ RC1 32㎡ 32㎡

ものづくり工房 RC1 132㎡ 132㎡

第１体育館 SS1 1,003㎡ 1,003㎡

第２体育館 SS1 988㎡ 988㎡

武道場 RC1 297㎡ 297㎡

情報処理室 RC1 42㎡ 42㎡

学生会館・専攻科（経営情報工学専攻）RC2+S2 394㎡ 823㎡

油庫 RC1 13㎡ 13㎡

10,606㎡ 23,347㎡

クラブハウス RC3 180㎡ 547㎡

北東寮棟 RC4 217㎡ 832㎡

北寮棟 RC3 470㎡ 1,381㎡

管理棟 RC4 177㎡ 694㎡

新寮棟 RC4 783㎡ 2,839㎡

中寮棟 RC3 290㎡ 866㎡

南寮棟 RC3 290㎡ 866㎡

食堂棟 RC+SS2 556㎡ 790㎡

浴場棟 RC1 180㎡ 180㎡

ボイラー棟 RC1 108㎡ 108㎡

物品倉庫 CB1 30㎡ 30㎡

3,281㎡ 9,133㎡

屋外運動場付施設 CB1 168㎡ 168㎡

プール付属室 RC1 87㎡ 76㎡

255㎡ 244㎡

14,142㎡ 32,724㎡

建物一覧

－　11　－

小　　計

小　　計

合　　　　　計

校舎地区

寄宿舎地区

小　　計

その他
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別紙２ 

 

 

宇部工業高等専門学校の環境方針 
 

 

１．基本理念 

宇部工業高等専門学校は，地球環境問題が現在における最重要課題のひとつ

であると考えます。地球環境保全への貢献のためには，教育・研究を積極的に

展開していくことが重要であり，地域環境との共生を柱とした環境との調和と

環境負荷の低減に努めます。 

 

 

２．基本方針 

1．すべての活動によって発生する地球環境に対する負荷の低減と汚染の予防に

努める。 

2．地域社会との連携による環境保全活動に積極的に参画するとともに環境保全

技術に関する教育・研究の実践を進める。 

3．すべての活動に係わる環境関連法規，条例，協定等を遵守する。 

4．この環境方針を達成するため，環境目的及び目標を設定し，教職員及び学生

が協力してこれらの達成に努める。 

5．環境マネジメント組織を確立し，環境目的及び目標の定期的な見直しと継続

的な改善を実施する。 

 

本校は，この環境方針を全教職員及び全学生に周知するとともに， 

公式ホームページを用いて一般の人に開示します。 

 

 

 

平成 18 年 5 月 9 日 

宇部工業高等専門学校 
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別紙３

本校の環境方針に基づく環境目的・目標を達成するための運用体制は次のとおりとする

各担当部署は、役割及び責任を認識し、積極的に環境問題に取り組まなければならない

総務課部門環境責任者 総務課長

学生課部門環境責任者 学生課長

機械工学科部門環境責任者 学科長

電気工学科部門環境責任者 学科長

制御情報工学科部門環境責任者 学科長

物質工学科部門環境責任者 学科長

経営情報学科部門環境責任者 学科長

一般科文系部門環境 　 一般科文系科長

一般科理系部門環境責任者 一般科理系科長

専攻科部門環境責任者 専攻科長

図書館部門環境責任者 図書館長

情報処理センタ－部門環境責任者 情報処理センタ－長

地域共同テクノセンタ－部門環境責任者 地域共同テクノセンタ－長

技術室部門環境責任者 技術室長

　

　

宇部工業高等専門学校環境マネジメント組織・運用体制

教　　　　職　　　　員　　・　　学　　　　生

各  部  門  環  境  責  任  者

－　14　－

校　　　　　　　　長

（副校長）

環境管理責任者

環境マネジメント
委員会



校　　長
・校長は、環境に配慮した事業活動を推進するための環境マネジメントシステムを
　円滑に運用する責任と権限を有する。
・環境方針・環境目的及び目標を決定する。
・環境マネジメント委員を指名する。
・環境マネジメントシステムの実施に必要な資源（人、専門知識、技術、資金）を確保する。

　
環境マネジメント委員会

・校長の諮問に応じて次のことを行う。
　　環境方針に関すること。
　　環境目的及び目標に関すること。
　　環境目的及び目標の実施計画並びに達成状況の確認。
　　環境報告書の作成及び公表に関すること。
　　その他、環境関連法規等の遵守に関すること。

環境管理責任者（副校長）
・環境管理責任者は、環境マネジメントシステムを実施するための権限が付与される。
・環境管理責任者は、見直し及び改善のため、校長に環境マネジメントシステムの実施状況を報告する。

部門環境責任者
・部門環境責任者は、部門内の環境マネジメントシステムの実施について責任を有する。
・部門環境責任者は、見直し及び改善のため、環境管理責任者に意見を述べ又は提案することができる。

教職員及び学生
・教職員及び学生は、環境マネジメントシステムの実施に協力しなければならない。
・教職員及び学生は、見直し及び改善のため、部門環境責任者に意見を述べ又は提案することができる。

　
　
　
　

宇部工業高等専門学校環境マネジメントシステムの役割と責任

－　15　－



区　　分 環境目的 環境目標 行      動      内      容 責  任  者
環境意識の啓蒙 環境管理責任者（副校長）
各室週１回の清掃活動の実施 各部門環境責任者
教室週１回の清掃活動の実施 教務主事
構内一斉清掃の実施（春・秋） 教務主事

環境関連事項を取り入れた授業実施の
依頼

環境管理責任者（副校長）

環境関連事項を取り入れた授業の実施 教務主事
環境関連研究の実施
環境関連共同研究等の実施
研究成果の公表
省エネのＰＲ活動等 総務課部門環境責任者
省エネパトロール 総務課部門環境責任者
省エネ機器への切り替え 各部門環境責任者
夏季の一斉休業の実施 総務課部門環境責任者
水道光熱使用実績の把握公表 総務課部門環境責任者
[電気]
　不使用時の消灯の徹底
　電気機器の節電
　空調運転の温度厳守
　その他節電に必要な対策
[上下水道]
　節水の徹底
　漏水等の確認修理
　その他節水に必要な対策
[ガス]
　空調運転の温度厳守
　その他節約に必要な対策
ごみ減量の推進 各部門環境責任者
ごみの分別 各部門環境責任者
ごみ減量と分別のＰＲ活動
ごみの分別環境の整備
ごみの適正な処分
排出量の把握

不要になった物品の校内ＨＰ上への公
開

排出状況、排出量の把握 総務課部門環境責任者
産業廃棄物の適切な保管
排出手続きの法遵守
産業廃棄物処分の適正な処分 総務課部門環境責任者

グリ－ン購入の取組
推進

グリ－ン対象製品の
購入

実績の調査 総務課部門環境責任者

毒物・劇物及び高圧ガスの適切な保管 各部門環境責任者

毒物・劇物及び高圧ガスの使用(保管)状
況の把握

総務課部門環境責任者

毒物・劇物及び高圧ガスの使用(保管)の
監査

総務課部門環境責任者

地域との連携 社会貢献の推進 清掃活動等の実施
学外清掃活動等学生の自主的な活動の
実施

学生主事

「宇部工業高等専門学校の環境方針」を達成するための環境目的及び環境目標

環境との調和と環境
負荷の低減

無駄なエネルギ－ 省エネ活動の推進

各部門環境責任者

総務課部門環境責任者
一般廃棄物の減量

　宇部工業高等専門学校は、地球環境問題が現在における最重要課題のひとつであ
ることを認識したうえで、地球環境保全への貢献のため、教育・研究を積極的に展開し
ていくとともに、地域環境との共生を柱とした環境との調和と環境負荷の低減につとめ
るため、次のとおり具体的な行動計画を定める。

排出状況、排出量の
把握

化学物質等の適正管
理の維持

各部門環境責任者

毒物・劇物及び高圧
ガス等の適切な保
管・管理

各部門環境責任者

ごみの分別の徹底

産業廃棄物の排出量
削減
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高専の特徴を生か
した環境教育・研究
の促進

環境教育の推進 環境意識の向上

環境研究の推進 環境関連研究の実施
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1
1
3
.3
4
%

1
1
1
.5
3
%

1
0
9
.0
7
%

1
0
5
.9
5
%

1
1
3
.8
8
%

1
1
4
.5
6
%

8
9
.3
6
%

1
0
1
.0
5
%

1
1
6
.8
4
%

1
2
3
.6
5
%

1
2
3
.3
6
%

1
0
4
.6
0
%

1
1
6
.0
9
%

1
1
2
.0
2
%

校
舎
地
区

寄
宿
舎
地
区
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校
舎
地
区

寄
宿
舎
地
区

5,
00

0㎥

6,
00

0㎥

7,
00

0㎥

8,
00

0㎥
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㎥

1,
00

0㎥

2,
00

0㎥

3,
00

0㎥

4,
00

0㎥

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

校
舎
地
区

21
年
度

校
舎
地
区

22
年
度

寄
宿
舎
地
区

21
年
度

寄
宿
舎
地
区

22
年
度



平
成
２
１
-
２
２
年
度
　
水
道
使
用
量
の
比
較

地
区

年
度

4
-
5
月

6
-
7
月

8
-
9
月

1
0
-
1
1
月

1
2
-
1
月

2
-
3
月

計
2
1
年
度

1
,7
0
5
㎥

1
,8
2
3
㎥

1
,1
1
1
㎥

1
,7
2
0
㎥

1
,6
0
6
㎥

1
,3
3
6
㎥

9
,3
0
1
㎥

2
2
年
度

1
,9
3
9
㎥

2
,4
1
0
㎥

1
,2
9
9
㎥

1
,8
7
8
㎥

1
,9
5
3
㎥

1
,6
3
1
㎥

1
1
,1
1
0
㎥

2
1
年
度

4
,7
6
8
㎥

5
,5
2
2
㎥

1
,5
4
6
㎥

4
,9
4
3
㎥

4
,2
7
4
㎥

2
,9
5
0
㎥

2
4
,0
0
3
㎥

2
2
年
度

4
,8
3
3
㎥

5
,5
5
7
㎥

1
,8
3
9
㎥

3
,2
6
1
㎥

5
,8
9
9
㎥

2
,8
4
8
㎥

2
4
,2
3
7
㎥

２
１
年

度
比

1
1
3
.7
2
%

1
3
2
.2
0
%

1
1
6
.9
2
%

1
0
9
.1
9
%

1
2
1
.6
1
%

1
2
2
.0
8
%

1
1
9
.4
5
%

1
0
1
.3
6
%

1
0
0
.6
3
%

1
1
8
.9
5
%

6
5
.9
7
%

1
3
8
.0
2
%

9
6
.5
4
%

1
0
0
.9
7
%

校
舎
地
区

寄
宿
舎
地
区
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校
舎
地
区

寄
宿
舎
地
区

5,
00
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6,
00
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7,
00

0㎥

－

別紙５－３

㎥

1,
00

0㎥

2,
00

0㎥

3,
00

0㎥

4,
00

0㎥

4‐
5月

6‐
7月

8‐
9月

10
‐1
1月

12
‐1
月

2‐
3月

校
舎
地
区

21
年
度

校
舎
地
区

22
年
度

寄
宿
舎
地
区

21
年
度

寄
宿
舎
地
区

22
年
度



別紙　６

廃棄物として処理したもの 資源化したもの

処理量Ｂ 資源化量Ｃ

1 段ボール 180kg 180kg 100.00%

2 その他古紙 900kg 900kg 100.00%

3 燃やせるごみ 19,800kg 19,800kg 0.00%
（上記のうち、厨芥類）

4 木くず・剪定枝 360kg 360kg 0.00%

5 びん 1,620kg 1,620kg 100.00%

6 缶 1,620kg 1,620kg 100.00%

7 ペットボトル 780kg 780kg 100.00%

8 紙製容器包装 300kg 300kg 0.00%

9 プラ製容器包装 300kg 300kg 0.00%

10 蛍光灯・電池 180kg 180kg 0.00%

11 不燃物 1,200kg 1,200kg 0.00%

27,240kg 22,140kg 5,100kg 18.72%

平成２１年度比増減

1 段ボール 0kg

2 その他古紙 360kg

3 燃やせるごみ 9,720kg
（上記のうち、厨芥類）

4 木くず・剪定枝 -900kg

5 びん 0kg

6 缶 0kg

7 ペットボトル 0kg

8 紙製容器包装 0kg

9 プラ製容器包装 0kg

10 蛍光灯・電池 0kg

11 不燃物 0kg

9,180kg

－　22　－

平成２２年度　　（平成２２年４月～平成２３年３月）

 総排出量[kg／年]
Ａ＝Ｂ＋Ｃ

資源化率
Ｃ／Ａ×１００

計

計

排出品目

生ゴミ等の排出量

排出品目



別紙　７

区分 排出量

木くず 2,690.000kg

金属くず 8,662.000kg

廃プラスチック 2,510.000kg

廃油 78.707kg

特別管理　廃油 179.460kg

汚泥 170.780kg

特別管理　汚泥（有害） 0.003kg

廃酸 928.000kg

特別管理　廃酸 24.500kg

特別管理　廃酸 （有害） 20.000kg

廃アルカリ 72.500kg

平成22年度　産業廃棄物の排出量

－　23　－



区
　

　
分

環
境

目
的

環
境

目
標

行
  

  
  

動
  

  
  

内
  

  
  

容
責

  
任

  
者

４ 月
５ 月

６ 月
７ 月

８ 月
９ 月

１
０ 月

１
１ 月

１
２ 月

１ 月
２ 月

３ 月

環
境

意
識

の
啓

蒙
環

境
管

理
責

任
者

（
副

校
長

）
○

適
宜

行
っ

た
。

各
室

週
１

回
の

清
掃

活
動

の
実

施
各

部
門

環
境

責
任

者

・
卒

研
生

に
よ

る
清

掃
を

実
施

・
実

習
工

場
で

は
，

実
習

終
了

時
毎

に
各

エ
リ

ア
別

　
に

清
掃

を
実

施
・
学

生
課

で
は

，
早

出
勤

務
の

者
が

毎
朝

実
施

教
室

週
１

回
の

清
掃

活
動

の
実

施
教

務
主

事
定

期
的

で
は

な
い

が
，

実
施

さ
れ

た
。

構
内

一
斉

清
掃

の
実

施
（
春

・
秋

）
教

務
主

事
○

○
6
月

と
1
0
月

に
学

生
・
教

員
に

よ
る

清
掃

，
8
月

と
1
0
月

に
職

員
に

よ
る

清
掃

，
草

刈
り

を
実

施
し

た
。

環
境

関
連

事
項

を
取

り
入

れ
た

授
業

実
施

の
依

頼
環

境
管

理
責

任
者

（
副

校
長

）
○

実
施

し
た

。

環
境

関
連

事
項

を
取

り
入

れ
た

授
業

の
実

施
教

務
主

事
実

施
し

た
。

環
境

関
連

研
究

の
実

施
実

施
し

た
。

環
境

関
連

共
同

研
究

等
の

実
施

実
施

し
た

。

研
究

成
果

の
公

表
適

宜
，

実
施

し
た

。

省
エ

ネ
の

Ｐ
Ｒ

活
動

等
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
○

○
特

に
，

省
エ

ネ
パ

ト
ロ

ー
ル

や
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

の
際

に
行

っ
た

。

省
エ

ネ
パ

ト
ロ

ー
ル

総
務

課
部

門
環

境
責

任
者

○
夏

季
，

冬
季

に
実

施
し

た
。

省
エ

ネ
機

器
へ

の
切

り
替

え
各

部
門

環
境

責
任

者
適

宜
，

実
施

し
た

。

夏
季

の
一

斉
休

業
の

実
施

総
務

課
部

門
環

境
責

任
者

○
実

施
し

た
。

水
道

光
熱

使
用

実
績

の
把

握
公

表
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
環

境
報

告
書

で
公

表
予

定
。

[電
気

]

　
不

使
用

時
の

消
灯

の
徹

底

・
部

屋
の

廊
下

側
の

照
明

は
必

要
が

な
い

限
り

消
灯

・
注

意
書

き
貼

付
で

徹
底

を
呼

び
か

け
た

。
・
ほ

ぼ
実

施
さ

れ
て

い
る

が
，

照
明

の
ス

イ
ッ

チ
が

不
　

便
な

場
所

に
し

か
な

い
場

合
は

徹
底

が
難

し
い

。
・
図

書
館

で
は

，
閲

覧
時

間
以

外
は

消
灯

し
て

い
る

。
・
休

み
時

間
，

室
不

使
用

時
消

灯
・
学

生
課

は
，

窓
口

業
務

の
た

め
，

消
灯

す
る

こ
と

は
　

困
難

（
部

分
消

灯
は

実
施

）

　
電

気
機

器
の

節
電

・
P

C
不

使
用

時
は

電
源

切
断

を
心

が
け

た
。

・
使

用
時

の
み

電
源

O
N

・
こ

ま
め

な
電

源
o
ff

の
励

行

　
空

調
運

転
の

温
度

厳
守

・
注

意
書

き
・
ポ

ス
タ

ー
等

を
貼

り
，

実
施

を
徹

底
し

て
　

い
る

。
・
集

中
管

理
さ

れ
て

い
な

い
一

部
の

部
屋

で
守

ら
れ

て
　

い
な

い
。

　
そ

の
他

節
電

に
必

要
な

対
策

・
昼

休
み

中
，

照
明

の
不

使
用

・
学

科
内

（
本

校
内

）
に

あ
る

電
気

ポ
ッ

ト
を

魔
法

瓶
式

　
に

す
る

と
電

気
代

が
節

約
出

る
が

，
実

現
で

き
て

い
　

な
い

。
・
グ

リ
ー

ン
カ

ー
テ

ン
の

設
置

別紙８
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環
境

と
の

調
和

と
環

境
負

荷
の

低
減

適
宜

無
駄

な
エ

ネ
ル

ギ
－

省
エ

ネ
活

動
の

推
進

適
宜

各
部

門
環

境
責

任
者

○ ○

○
○

環
境

関
連

研
究

の
実

施
各

部
門

環
境

責
任

者

○ ○ 適
宜

○

平
成

２
２

年
度

　
環

境
目

的
及

び
環

境
目

標
に

基
づ

く
行

動
計

画
に

対
す

る
取

組
状

況
調

査
「
宇

部
工

業
高

等
専

門
学

校
の

環
境

方
針

」
を

達
成

す
る

た
め

の
環

境
目

的
及

び
環

境
目

標
に

基
づ

く
行

動
計

画

実
施

状
況

高
専

の
特

徴
を

生
か

し
た

環
境

教
育

・
研

究
の

促
進

環
境

教
育

の
推

進
環

境
意

識
の

向
上

○ ○ ○

環
境

研
究

の
推

進



[上
下

水
道

]

　
節

水
の

徹
底

・
手

洗
い

に
使

用
す

る
程

度
で

，
特

記
事

項
な

し
・
注

意
書

き
・
ポ

ス
タ

ー
等

を
貼

り
，

実
施

を
徹

底
し

て
　

い
る

。

　
漏

水
等

の
確

認
修

理
実

施
し

た
。

　
そ

の
他

節
水

に
必

要
な

対
策

・
冷

却
水

循
環

装
置

，
ア

ス
ピ

レ
ー

タ
ー

の
購

入

[ガ
ス

]

　
空

調
運

転
の

温
度

厳
守

厳
守

さ
れ

た
。

　
そ

の
他

節
約

に
必

要
な

対
策

・
必

ず
元

栓
を

締
め

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・
窓

の
二

重
サ

ッ
シ

化

ご
み

減
量

の
推

進
各

部
門

環
境

責
任

者

・
両

面
コ

ピ
ー

を
徹

底
。

・
会

議
資

料
の

印
刷

数
を

減
ら

し
て

い
る

。
・
書

損
し

た
紙

の
裏

面
を

利
用

・
再

利
用

で
き

る
も

の
は

再
利

用
し

た
。

・
ア

カ
ウ

ン
ト

毎
の

印
刷

出
力

制
限

を
行

っ
て

い
る

部
　

署
も

あ
る

。
・
廃

棄
予

定
図

書
は

希
望

者
を

募
り

渡
し

て
，

廃
棄

量
　

を
減

ら
し

た
。

・
図

書
館

内
は

飲
食

物
持

ち
込

み
禁

止
と

し
て

い
る

。
・
段

ボ
ー

ル
箱

等
は

捨
て

ず
に

再
利

用
し

て
い

る
。

ご
み

の
分

別
各

部
門

環
境

責
任

者

・
指

定
ゴ

ミ
箱

に
よ

っ
て

分
別

廃
棄

に
心

が
け

て
い

る
。

・
「
瓶

･缶
」
，

「
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
」
，

「
燃

え
る

ゴ
ミ

」
は

分
類

　
さ

れ
て

い
る

。
・
図

書
館

で
は

，
閲

覧
室

内
の

ゴ
ミ

箱
は

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

，
　

ビ
ン

・
か

ん
，

燃
え

る
ゴ

ミ
に

分
け

て
い

る
。

・
実

習
工

場
で

は
，

金
属

材
料

別
に

分
別

ご
み

減
量

と
分

別
の

Ｐ
Ｒ

活
動

○
適

宜
実

施
し

て
い

る
。

ご
み

の
分

別
環

境
の

整
備

○
○

整
備

済

ご
み

の
適

正
な

処
分

資
格

を
持

っ
た

業
者

に
処

分
を

依
頼

し
た

。

排
出

量
の

把
握

概
ね

，
把

握
し

た
。

不
要

に
な

っ
た

物
品

の
校

内
Ｈ

Ｐ
上

へ
の

公
開

再
利

用
可

能
と

判
断

し
た

物
品

に
つ

い
て

，
メ

ー
ル

に
よ

り
，

再
利

用
を

呼
び

か
け

，
再

利
用

し
た

。

排
出

状
況

，
排

出
量

の
把

握
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
概

ね
，

把
握

し
た

。

産
業

廃
棄

物
の

適
切

な
保

管
・
一

般
廃

棄
物

，
廃

液
等

を
区

分
し

，
指

定
保

管
場

所
　

に
保

管
し

て
い

る
。

・
切

り
く
ず

置
き

場
に

保
管

排
出

手
続

き
の

法
遵

守
概

ね
，

遵
守

さ
れ

て
い

た
。

産
業

廃
棄

物
処

分
の

適
正

な
処

分
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
資

格
を

持
っ

た
業

者
に

処
分

を
依

頼
し

た
。

○ ○ 適
宜

産
業

廃
棄

物
の

排
出

量
削

減
排

出
状

況
，

排
出

量
の

把
握

各
部

門
環

境
責

任
者
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環
境

と
の

調
和

と
環

境
負

荷
の

低
減

一
般

廃
棄

物
の

減
量

ご
み

の
分

別
の

徹
底

○ ○ ○ ○ ○ ○

総
務

課
部

門
環

境
責

任
者

○ 適
宜

適
宜

○ 適
宜



グ
リ

－
ン

購
入

の
取

組
推

進
グ

リ
－

ン
対

象
製

品
の

購
入

実
績

の
調

査
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
○

努
力

し
た

。

毒
物

・
劇

物
及

び
高

圧
ガ

ス
の

適
切

な
保

管
各

部
門

環
境

責
任

者

・
毒

物
は

薬
品

庫
内

の
金

庫
に

保
管

し
，

使
用

時
の

み
　

持
ち

出
し

た
。

劇
物

は
カ

ギ
の

掛
か

る
金

属
製

の
劇

　
物

保
管

庫
に

保
管

し
て

い
る

。
毒

物
と

劇
物

は
，

残
量

　
が

分
か

る
よ

う
に

帳
簿

を
付

け
て

い
た

。
高

圧
ガ

ス
は

　
床

固
定

式
の

金
属

製
ボ

ン
ベ

ス
タ

ン
ド

に
立

て
て

使
　

用
　

し
て

い
る

。
　

　
ま

た
，

ガ
ス

集
合

装
置

特
定

自
主

点
検

も
実

施
し

　
て

　
い

る
。

・
ボ

ン
ベ

庫
に

保
管

，
年

1
回

ガ
ス

集
合

装
置

特
定

自
　

主
点

検
を

実
施

毒
物

・
劇

物
及

び
高

圧
ガ

ス
の

使
用

(保
管

)状
況

の
把

握
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
○

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
に

よ
り

把
握

し
た

。

毒
物

・
劇

物
及

び
高

圧
ガ

ス
の

使
用

(保
管

)の
監

査
総

務
課

部
門

環
境

責
任

者
○

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
の

際
に

，
状

況
を

確
認

し
，

適
正

に
使

用
，

保
管

さ
れ

て
い

た
。

地
域

と
の

連
携

社
会

貢
献

の
推

進
清

掃
活

動
等

の
実

施
学

外
清

掃
活

動
等

学
生

の
自

主
的

な
活

動
の

実
施

学
生

主
事

定
期

的
に

学
校

行
事

と
し

て
実

施
。

化
学

物
質

等
の

適
正

管
理

の
維

持

毒
物

・
劇

物
及

び
高

圧
ガ

ス
等

の
適

切
な

保
管

・
管

理

○

－ 26　－

随
時
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